
阪
神
・
淡
路
大
震
災
復
興
の
基
本
方
針
及
び
組
織
に
関
す
る
法
律
(
平
成
七
年
二
月
二
十
四
日
)

法

律

第

十

号

(
目
的
)

第
一
条

こ
の
法
律
は
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
よ
る
著
し
い
被
害
を
受
け
た
地
域
(
以
下
「
阪
神
・
淡
路
地
域
」
と
い
う
。

)
に
お
い
て
そ
の
震
災
被
害
、
が
未
曾
有
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
阪
神
・
淡
路
地
域
の
復
興
に
つ
い
て
の
基
本
理

念
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
一
、

阪
神
・
淡
路
復
興
対
策
本
部
の
設
置
等
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、

阪
神
・
淡
路
地
域
の
復

興
を
迅
速
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

-389-

(
基
本
理
念
)

第
二
条

阪
神
・
淡
路
地
域
の
復
興
は
、

固
と
地
方
公
共
団
体
と
が
適
切
な
役
割
分
担
の
下
に
地
域
住
民
の
意
向
を
尊
重
し
つ

つ
協
同
し
て
、

阪
神
・
淡
路
地
域
に
お
け
る
生
活
の
再
建
及
び
経
済
の
復
興
を
緊
急
に
図
る
と
と
も
に
、

地
震
簿
の
災
害
に

対
し
て
将
来
に
わ
た
っ
て
安
全
一
な
地
域
づ
く
り
を
緊
急
に
推
進
し
、
も
っ
て
活
力
あ
る
関
西
国
の
再
生
を
実
現
す
る
こ
と
を

基
本
理
念
と
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

(
国
が
講
ず
る
措
置
)

第
三
条

国
は
、
前
条
の
基
本
理
一
念
に
の
っ
と
り
、
阪
神
・
淡
路
地
域
の
復
興
に
必
要
な
別
に
法
律
で
定
め
る
措
置
そ
の
他
の



5 

本
部
に
、
阪
神
・
淡
路
復
興
対
策
本
部
員
(
次
項
に
お
い
て

「
本
部
員
」
と
い
う
。
)
を
置
く
。

6 

本
部
員
は
、
本
部
長
及
び
副
本
部
長
以
外
の
す
べ
て
の
国
務
大
臣
を
も
っ
て
充
て
る
。

7 

本
部
に
、
本
部
の
事
務
を
処
理
さ
せ
る
た
め
、
事
務
局
を
置
く
。

8 

事
務
局
に
、
事
務
局
長
そ
の
他
の
職
員
を
置
く
。

9 

事
務
局
長
は
、
本
部
長
の
命
を
受
け
、

局
務
を
掌
理
す
る
。

1
0
前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
本
部
の
組
織
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

附

員Ij

(
施
行
期
日
)

-3卯一

信
用
一
久
木

こ
の
法
律
は
、

公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

(
こ
の
法
律
の
失
効
)

第
二
条

こ
の
法
律
は
、
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
た
日
に
そ
の
効
力
を
失
う
。



阪
神
・
淡
路
復
興
委
員
会
令

「

平

成

七

年

二

月

十

五

日
J

「

政

令

第

二

十

号

」
四

改
正
「
平
成
七
年
二
月
二
十
四
日
J

「

政

令

第

三

十

三

号

」

内
閣
は

国
家
行
政
組
織
法

(
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
号
)
第
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

-391-

(
組
織
)

第

条

阪
神
・
淡
路
復
興
委
員
会
(
以
下

「
委
員
会
」

と
い
v

フ
。
)

は
、
委
員
七
人
を
も
っ
て
組
織
す
る
。

2 

委
員
会
に
、

特
別
の
事
項
に
つ
い
て
国
家
的
見
地
か
ら
意
見
を
述
べ
さ
せ
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、

特
別
顧
問
を
置

く
こ
と
が
で
き
る
。

(
委
員
及
び
特
別
顧
問
)

第
二
条

委
員
は
、
学
識
経
験
の
あ
る
者
の
う
ち
か
ら
、
内
閣
総
理
大
臣
が
任
命
す
る
。



2 

特
別
顧
問
は
、

委
員
会
の
調
査
審
議
事
項
に
関
し
て
優
れ
た
識
見
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
、

内
閣
総
理
大
臣
が
任
命
す

る
3 

委
員
及
び
特
別
顧
問
は
、

非
常
勤
と
す
る
。

(
委
員
長
)

第

三

条

委
員
会
に
、

委
員
長
を
置
き
、
委
員
の
互
選
に
よ
り
こ
れ
を
定
め
る
。

2 

委
員
長
は
、

会
務
を
総
理
す
る
。

3 

委
員
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、

あ
ら
か
じ
め
そ
の
指
名
す
る
委
員
が
そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。

-392ー

(
資
料
の
提
出
等
の
要
求
)

第

四

条

委
員
会
は
、

そ
の
所
掌
事
務
を
遂
行
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

関
係
行
政
機
関
の
長
に
対
し
、
資

料
の
提
出
、
意
見
の
開
陳
、

説
明
そ
の
他
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
、
で
き
る
。

(
庶
務
)

第

五

条

委
員
会
の
庶
務
は
、
総
理
府
阪
神
・
淡
路
復
興
対
策
本
部
の
事
務
局
に
お
い
て
内
閣
総
理
大
臣
官
房
内
政
審
議
室
及

び
国
土
庁
大
都
市
圏
整
備
局
の
協
力
を
得
て
処
理
す
る
。



(
雑
則
)

第

六

条

こ
の
政
令
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、

議
事
の
手
続
そ
の
他
委
員
会
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
委
員
長
が
委
員

会
に
諮
っ
て
定
め
る
。

附

員せ

こ
の
政
令
は
、

公
布
の
日
か
ら
一
施
行
す
る
。

附

則
(
平
成
七
年
政
令
第
三
十
三
号
)

こ
の
政
令
は
、

公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

-393-



総
理
府
本
府
組
織
令

(
抄
)

「
昭
和
二
十
七
年
八
月
三
十
日
J

f

政

令

第

三

百

七

十

二

号

L

阪
神
a

淡
路
復
興
委
員
会
関
係
改
正
「
平
成
七
年
二
月
十
五
日
J

「

政

令

第

号

」

十

三

(
審
議
会
等
)

第
十
八
条

法
律
の
規
定
に
よ
り
置
か
れ
る
審
議
会
等
の
ほ
か
、
本
府
に
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
審
議
会
等
を
置
き
、

れ
ら
の
審
議
会
等
の
所
掌
事
務
は
、

そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

阪
神 ，..-、

目各@ 

、、目ノ

淡
路

内

総閣

理
大
臣
の
言容
間

応 〆-、

目各じ
¥、，ノ

て
、

平
成
七
年
の
兵
庫
県
南
昔日
地
震

よ
る
災
宝仁コ

関
し
、

関
係
地
方

'r 

、ーーー

-394-



復
興
委
員
会

員IJ

公
共
団
体
が
行
う
復
興
事
業
へ
の
国
の
支
援
そ
の
他
関
係
行
政
機
関
が
講
ず
る
復
興
の
た
め
の
施
策
に

関
し
総
合
調
整
を
要
す
る
事
項
を
調
査
審
議
し
、
及
び
当
該
諮
問
に
関
連
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
内
閣

総
理
大
臣
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
。

2 

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
同
項
に
定
め
る
審
議
会
等
に
関
し
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
は
、

ろ
に
よ
る
。

附

4 

第
十
八
条
第
一
項
の
表
に
掲
げ
る
審
議
会
等
の
う
ち
、

か
れ
る
も
の
と
す
る
。

附

則
(
平
成
七
年
政
令
第
二
十
三
号
)

こ
の
政
令
は
、

公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

阪
神
・
淡
路
復
興
委
員
会
は
、

別
に
政
令
で
定
め
る
と
こ

平
成
八
年
二
月
十
四
日
ま
で
置

。-395-



阪
神
・
淡
路
復
興
委
員
会
規
則
第
一
号

阪
神
・
淡
路
復
興
委
員
会
令
(
平
成
七
年
政
令
第
二
十
四
号
)
第
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

阪
神
・
淡
路
復
興
委
員
会
運
営

規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
七
年
二
月
十
六
日

阪
神
@
淡
路
復
興
委
員
会
委
員
長

阪
神
・
淡
路
復
興
委
員
会
運
営
規
則

(
委
員
会
の
招
集
)

-396-

第
一
条

阪
神
・
淡
路
復
興
委
員
会

(
以
下
「
委
員
会
」

と
い
ャ
フ
。
)

は
、
委
員
長
が
招
集
す
る
。

(
議
事
)

第
二
条

委
員
会
は
、

委
員
長
及
び
三
人
以
上
の
委
員
の
出
席
が
な
け
れ
ば
、

開
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

2 

委
員
は
、

委
員
長
の
了
解
を
得
て
、
代
理
の
者
を
出
席
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

3 

議
事
は
、

原
則
と
し
て
、

出
席
委
員
全
員
の
一
致
に
よ
り
決
す
る
も
の
と
す
る
。

F

一
ゃ
v

-

J

、

中

/

中

j
l
L

出
席
委
員
全
員
の
一
致
が
見

ら
れ
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、

委
員
長
の
裁
断
に
よ
り
、

出
席
委
員
の
過
半
数
に
よ
っ
て
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



4 

委
員
長
に
事
故
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
前
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

阪
神
・
淡
路
復
興
委
員
会
令

(
平
成
七
年

政
令
第
二
十
四
号
)
第
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
委
員
は
、
委
員
長
と
み
な
す
。

(
意
見
の
開
陳
等
)

第
三
条

特
別
顧
問
は
、

委
員
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
条

委
員
長
は
、
適
当
と
認
め
ら
れ
る
者
に
対
し
て
、

委
員
会
へ
の
出
席
を
求
め
、

そ
の
説
明
又
は
意
見
の
開
陳
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
る
。

(
委
任
規
定
)

ー397

第
五
条

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、

委
員
会
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、

委
員
長
が
定
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、

平
成
七
年
二
月
十
六
日
か
ら
施
行
す
る
。



阪
神
・
淡
路
復
興
対
策
本
部
組
織
令

内
閣
は
、
阪
神
@
淡
路
大
震
災
復
興
の
基
本
方
針
及
び
組
織
に
関
す
る
法
律
(
平
成
七
年
法
律
第
十
二
号
)
第
五
条
第
十
項

の
規
定
に
基
づ
き
、

こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

(
事
務
局
長
)

第
一
条

阪
神
・
淡
路
復
興
対
策
本
部
(
以
下
「
本
部
」
と
い
う
。
)

の
事
務
局
長
は
、
関
係
の
あ
る
他
の
職
を
占
め
る
者
を

も
っ
て
充
て
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

(
事
務
局
次
長
)

第
二
条

本
部
の
事
務
局
に
事
務
局
次
長
一
人
を
置
く
。

-398-

2 

事
務
局
次
長
は
、

関
係
の
あ
る
他
の
職
を
占
め
る
者
を
も
っ
て
充
て
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

3 

事
務
局
次
長
は
、
事
務
局
長
を
助
け
、

局
務
を
整
理
す
る
。


